










































































































































































1217人、 中学校727人、高等 学 校273人、総 計
2217人)では状況が大 き く変わ って きてい る。
「子 どもたち との関わ りに関す る悩み」の 中で、
「子 ども を取 り巻 く家庭環境 、家庭 ・保 護者 な
どの価値観の多様化 などによる指導の難 しさ」
を挙 げてい る回答が、小学校 で36.6%、中学校
では19.1%(11)と、数字上初めて家庭 や保護 者 と
の関わ りの難 しさを表すデー タが出て きたので
ある。1999年の 「学級担任調査(小 学校編)」(小
学校 教 師1778人)におい ては、「学級担任 をや
めたいと思 ったことのある」 と回答 した618人の
うち、100人(16.2%)が「保護 者 との関係 が
うま くいか ない、要望が多 い、意見の食い違い、
トラブル等」(12)と、保 護者 との関係の難 しさを
指摘 してい る。
2002年に、同組合は 「教 職員の生活 ・勤務 ・
健康実態 に関す るア ンケー ト調査」(教諭、養護
教諭、学校事務職員2160人)を行 っている。 そ
の中で教諭 を対象 に 「保護者 との人間関係」 を
問 う項 目があ るが、 「大変 ・まあ まあ良好」 と
したの が66.6%、「どち らとも」 とこた えた の
が30.9%、「あま り ・うま くない」が1.6%(13)と、
両者の関係 はまだ危機的状 況ではない。
他の機関では、1995年に横 浜市教育文化研究
所が 「教員の生活 ・勤務実態 と社会 的活動へ の
参加状況調査」(横浜市内の小 、中、盲 ・ろう ・
養護学校の教師1766人)を実施 した。 その中の
「あ なたは最近、教員 をやめたい と思った こと
が あ ります か」 とい う問い に対 し、 「今 も思 っ
て い る」 が9.2%、「時々思 う こ とが あ る」が
39.2%、「前 に思 ったこ とが ある」が25.4%と、
「やめた い」 と感 じた若 しくは感 じている割合
が73.8%であ った。次 に 「教師 をやめたい理由」
を聞いた ところ、「保護者 との トラブル」 を挙
げてい るのは4.9%(14)であった。全体 の理 由の
中で は第9位 とい う順番である。










































































































































【(1)解決 の しよ うが な い ク レー ム】
① シ ゾ イ ド型 ク レー マ ー
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多 く集 まっていた。その中で もドラマの内容に
関する意見や俳優の演技に対する感想等を除外










































































































所 謂 「モ ンス ターペア レン ト」 が誕生 した原
因 を指摘 す る声 は、106件あった。視 聴者 の立
場か らいろいろ と分析 しているが、その原因 を
親たちはなぜ自制が利かなくなったのか ～学校への利己的言動、増加の背景をさぐる～
社会全体 ・学校 ・家庭(保 護者個人)に 分けて
























































































日本PTA全 国協 議会でのア ンケー トにおい
て、保 護者 を対象に 「ご家庭 での教 育(し つけ
等)の 悩 みや不安について、現在 は どの ように
して解決 して い ます か。」 とい う設問が ある。




東大大学 院の 「学力問題 に関す る全 国調査」
(小学校3084校、中学校1637校対 象)で も、教
師や学校 に対 する信頼 感の低下が分 かる結果 が
出てい る。 「20年前 に比べ て社 会 の学校 に対す
る理解 ・支持 は どうか」 とい う設 問に対 して、
「上が った ・良 くなった」 とい う回答 が8.0%、
「変 わ らない」 は22.5%であるのに対 して、「下
がった ・悪 くなった」 とい う回答 は69.6%(24)に
も達 していた。
ウェブ形式 のア ンケー ト調査 で も、興 味深 い
デー タが 出ている。2007年にマイボイスコム株
式会社が実施 した、「小 ・中学校 の教育 イ ンター
ネ ッ トア ンケー ト調査 」(インターネ ッ トコ ミュ
ニテ イ 「MyVoice」の登録 メ ンバ ー15765人対
象)で 、 「自分 の小 中学校時代 に問題 だ と思 っ
たこ と」「現在 の小 中学校 で問題 だ と思 うこ と」
を聞いている。「先生 に敬意が払 われていなかっ
た」 とい う回答 が、前 者 では7.6%であった の
に対 し、後者 で は49.9%と約7倍 に激増 して い
る。 「学校 の指導 方針 ・姿勢」 とい う回答 に対
して も、前 者 で は5.5%であったの に対 して、
後者 では27.4%(25)と約5倍 の増加で ある。












態度の好ましくない艤 者の礁 レ 亅・学生 中学生
特にそう感 じている 15.8% 13.3%
ややそう感 じている 42.5% 40.7%
さほどそう感 じていない 33.5% 36.6%










合 もあり、ここでは個人が周 りから孤立 してい
るだけでなく、数人が常識や社会通念、 または
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